
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】繊維補強セメント系材料を利用して、コンクリ

ート系構造物の地震応答を制御可能とする制震構造を提

供する。

【解決手段】コンクリート系ラーメン構造物において、

梁部材２端部の塑性ヒンジの形成が想定される範囲３を

繊維補強セメント系材料により形成する。

【効果】梁端部の塑性変形回転能力を増大させ建物全体

の地震応答制御を可能にし、さらに梁端部のせん断補強

筋量を節減しつつ変形能力を増大させ全体として大きな

地震エネルギー吸収能力を発揮させると共に、ひび割れ

を分散し損傷度を低減して地震後には簡単な補修だけで

構造物の再使用を可能にする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ ン ク リ ー ト 系 ラ ー メ ン 構 造 物 に お い て 、
梁 部 材 の 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 が 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 形 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る コ ン ク リ ー ト 系 構 造 物 の 制
震 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
梁 部 材 の 両 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 が 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 形
成 さ れ 、 中 間 部 分 を 普 通 コ ン ク リ ー ト で 形 成 さ れ た プ レ キ ャ ス ト 梁 部 材 に よ り 梁 が 構 築 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る コ ン ク リ
ー ト 系 構 造 物 の 制 震 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
梁 部 材 の 両 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 が 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 形
成 さ れ 、 中 間 部 分 は 同 じ 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 梁 型 枠 を 兼 ね る Ｕ 字 形 断 面 と し て
一 連 に 形 成 さ れ た プ レ キ ャ ス ト 梁 部 材 に よ り 梁 が 架 構 さ れ 、 前 記 梁 型 枠 を 兼 ね る Ｕ 字 形 断
面 部 分 に 普 通 コ ン ク リ ー ト が 打 設 さ れ て 成 る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 繊 維
補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る コ ン ク リ ー ト 系 構 造 物 の 制 震 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
梁 部 材 の 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 が 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る 梁 ブ
ロ ッ ク と し て 形 成 さ れ 、 前 記 梁 ブ ロ ッ ク が 柱 の 梁 位 置 に 設 置 さ れ て お り 、 梁 部 材 の 中 間 部
分 は 梁 型 枠 を 用 い た 普 通 コ ン ク リ ー ト に よ り 前 記 梁 ブ ロ ッ ク と 一 連 に 一 体 的 に 構 築 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る コ ン ク リ ー ト
系 構 造 物 の 制 震 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
柱 の 梁 接 合 部 分 と し て 普 通 コ ン ク リ ー ト で 形 成 さ れ た 柱 梁 接 合 ブ ロ ッ ク に 、 梁 部 材 の 端 部
の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 が 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る 梁 ブ ロ ッ ク と し て
一 体 的 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 柱 梁 接 合 ブ ロ ッ ク が 前 記 梁 ブ ロ ッ ク と 合 一 に 柱 へ 設 置 さ れ
、 更 に 梁 部 材 の 中 間 部 分 が 梁 型 枠 を 用 い た 普 通 コ ン ク リ ー ト に よ り 前 記 梁 ブ ロ ッ ク と 一 連
に 一 体 的 に 構 築 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材
料 に よ る コ ン ク リ ー ト 系 構 造 物 の 制 震 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 全 体 崩 壊 を 想 定 す る よ う な コ ン ク リ ー ト 系 ラ ー メ ン 構 造 物 に お い て 、 梁 部 材
の 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 を 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 形 成 し て 同
構 造 物 の 地 震 応 答 を 制 御 可 能 と す る 、 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る コ ン ク リ ー ト 系 構 造
物 の 制 震 構 造 の 技 術 分 野 に 属 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 図 １ ０ に 例 示 し た よ う な コ ン ク リ ー ト 系 ラ ー メ ン 構 造 物 に お い て 、 大 地 震 時 に 同 構
造 物 に 入 力 し た エ ネ ル ギ は 、 図 １ １ に 例 示 し た よ う に 、 １ 階 の 柱 脚 部 ａ … お よ び 各 階 の 梁
端 部 ｂ に 形 成 さ れ る 塑 性 ヒ ン ジ （ 部 材 断 面 が 荷 重 に よ っ て 降 伏 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る
ピ ン 状 態 の ヒ ン ジ 。 ） に よ っ て 吸 収 す る よ う に 設 計 、 施 工 が 行 な わ れ て い る 。 そ の た め 塑
性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 部 分 に は 、 脆 性 破 壊 を 防 ぎ 、 十 分 な 耐 力 と 回 転 変 形 能 力 を 持
た せ る 目 的 で 剪 断 補 強 筋 や 帯 筋 を 密 に 配 筋 す る こ と な ど が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 通 常 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 場 合 は 、 補 強 筋 を 密 に 配 置 し て も 、 ひ び 割 れ の 分 散
性 に 限 度 が あ り 、 ひ び 割 れ が 特 に 集 中 す る 塑 性 ヒ ン ジ 部 分 で の 損 傷 を 制 御 す る こ と は 至 難
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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ま た 、 制 震 デ バ イ ス と し て 図 １ ２ の よ う に Ｙ 型 ブ レ ー ス ｃ … を 配 置 し た り 、 図 １ ３ の よ う
に 間 柱 ｄ … を 配 置 す る 対 策 も 実 施 さ れ る 。 し か し 、 こ れ ら の 制 震 デ バ イ ス は 上 下 の 梁 部 材
間 に 組 み 込 ま れ る も の で あ る か ら 、 出 入 り 口 や 通 路 な ど を 確 保 す る 平 面 計 画 と 、 ブ レ ー ス
、 間 柱 の 配 置 計 画 の 双 方 を 両 立 さ せ ね ば な ら な い と い う 面 倒 な 解 決 課 題 が 存 在 す る 。 間 柱
ｄ の 場 合 に は 、 通 常 の 建 物 で 制 震 効 果 を 期 待 す る た め に は 多 数 配 置 す る 必 要 が あ る こ と も
問 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
異 な る 従 来 技 術 と し て 、 特 開 平 １ １ － ２ ２ ２ ４ ０ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 系
建 物 の 制 震 構 造 は 、 耐 震 壁 の 左 右 の 両 側 縁 と 柱 と の 間 に 間 隙 を 設 け 、 更 に 耐 震 壁 の 高 さ 方
向 の 中 間 部 位 を 上 下 に 分 断 す る 間 隙 を 設 け て 垂 れ 壁 と 腰 壁 に 形 成 し 、 前 記 の 間 隙 に 繊 維 補
強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る ダ ン パ ー を 配 置 し て 上 下 の 垂 れ 壁 と 腰 壁 を 締 結 し た 構 成 と さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
次 に 、 特 公 平 ６ － ９ ９ ９ ５ ５ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 柱 の 施 工 方 法 は 、 柱 の
上 端 位 置 ま で を 普 通 コ ン ク リ ー ト で 形 成 し 、 そ の 上 の 柱 主 筋 同 士 の 重 ね 継 手 部 分 を 繊 維 補
強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 形 成 す る 技 術 を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 特 開 平 １ ０ － ８ ５ ５ １ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 柱 梁 仕 口 部 構 造 は 、 柱 梁 仕 口 部 を 繊 維 補
強 コ ン ク リ ー ト （ 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 ） で 形 成 す る 技 術 を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
通 常 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト ラ ー メ ン 構 造 に お い て 、 大 地 震 時 の 大 き な 繰 り 返 し 荷 重 を 受 け る
場 合 に は 、 梁 端 部 に 塑 性 回 転 変 形 が 集 中 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の 塑 性 回 転 変 形 は 、
図 ９ に 誇 張 し て 示 し た よ う に 、 梁 部 材 端 部 の 曲 げ 変 形 と 曲 げ ひ び 割 れ の 発 生 、 コ ン ク リ ー
ト の 圧 壊 、 そ し て 、 剪 断 変 形 と 梁 危 険 断 面 近 傍 に お け る 繰 り 返 し 荷 重 に よ る 付 着 の 劣 化 か
ら 生 ず る 引 張 り 側 鋼 材 （ 梁 主 筋 ） の 抜 け 出 し な ど が 原 因 で あ り 、 補 強 筋 量 が 少 な い と 急 激
に 耐 力 が 低 下 す る の で 、 塑 性 変 形 回 転 能 力 は 小 さ く 、 大 き な エ ネ ル ギ 吸 収 能 力 を 期 待 で き
な い 。 し か も 地 震 後 に 簡 単 な 補 修 だ け で 構 造 物 が 使 用 可 能 で あ る 場 合 で も 、 見 か け の 損 傷
が 激 し い と の 印 象 を 与 え る こ と が 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う な 梁 端 部 の 塑 性 回 転 変 形 に 関 す る 改 善 策 と し て は 、 上 記 特 開 平 １ １ － ２ ２ ２ ４ ０
号 公 報 に 記 載 さ れ た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 系 建 物 の 制 震 構 造 に 係 る 発 明 、 特 公 平 ６ － ９ ９ ９ ５
５ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 柱 の 施 工 方 法 に 係 る 発 明 、 特 開 平 １ ０ － ８ ５ ５ １
号 公 報 に 記 載 さ れ た 柱 梁 仕 口 部 構 造 に 係 る 発 明 は 、 そ れ ぞ れ 技 術 的 思 想 が 異 な り 無 力 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
次 に 、 炭 素 繊 維 、 ア ラ ミ ド 繊 維 、 ガ ラ ス 繊 維 、 ビ ニ ロ ン 繊 維 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 繊 維 、 鋼 繊
維 な ど の 短 繊 維 を コ ン ク リ ー ト の 補 強 材 と し て 混 入 し た 所 謂 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 （ 又
は 繊 維 補 強 モ ル タ ル ） は 、 従 来 の 普 通 コ ン ク リ ー ト に 比 較 し て 、 引 張 り 時 の ひ び 割 れ が 分
散 さ れ る こ と 、 繊 維 に よ っ て ひ び 割 れ の 幅 が 開 く の を 拘 束 す る 作 用 が あ る こ と に よ り 、 見
か け の 引 張 り 強 度 や 引 張 り 靱 性 に 優 れ て い る こ と が 公 知 で あ り 、 上 記 従 来 技 術 の 項 で も 説
明 し た 通 り 、 既 に コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 一 部 と し て 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
し た が っ て 、 コ ン ク リ ー ト 系 ラ ー メ ン 構 造 物 の 梁 端 部 の 「 少 な く と も 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が
想 定 さ れ る 範 囲 」 を 前 記 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 形 成 す る と 、 同 塑 性 ヒ ン ジ 部 分 の
曲 げ ひ び 割 れ 、 剪 断 ひ び 割 れ が 分 散 さ れ 、 繊 維 に よ っ て ひ び 割 れ の 幅 が 開 く の を 拘 束 す る
の で 、 所 謂 コ ン ク リ ー ト の 剥 落 な ど は 発 生 せ ず 、 耐 力 の 急 激 な 低 下 も 生 じ な い 。 ま た 、 鉄
筋 と コ ン ク リ ー ト の 付 着 強 度 が 向 上 し 、 結 局 、 塑 性 変 形 回 転 能 力 が 増 大 す る 。 よ っ て 、 よ
り 大 き な エ ネ ル ギ 吸 収 能 を 期 待 で き る 。 そ こ で 、 こ の エ ネ ル ギ 吸 収 量 を 適 切 に 把 握 し て 設
計 す る こ と に よ り 、 建 物 全 体 の 地 震 応 答 を 制 御 す る こ と が 出 来 る こ と に 着 眼 し て 本 発 明 が
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な さ れ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
な お 、 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 は 、 性 質 上 、 現 場 打 ち 施 工 が 難 し い こ と も 解 決 課 題 で あ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 全 体 崩 壊 を 想 定 す る よ う な コ ン ク リ ー ト 系 ラ ー メ ン 構 造 物
の 梁 端 部 の 「 少 な く と も 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 」 を 前 記 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系
材 料 に よ り 形 成 す る こ と に よ り 、 塑 性 変 形 回 転 能 力 を 増 大 さ せ 、 建 物 全 体 の 地 震 応 答 制 御
を 可 能 に し て 、 開 口 部 の 平 面 計 画 等 に 影 響 を 与 え る 制 震 デ バ イ ス の 設 置 を 無 用 と し つ つ 、
構 造 物 に 制 震 効 果 を 付 与 す る 制 震 構 造 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 次 の 目 的 は 、 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 を 前 記 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料
に よ り 形 成 す る こ と に よ り 、 塑 性 ヒ ン ジ の 想 定 部 分 の 剪 断 補 強 筋 量 を 節 減 し つ つ 変 形 能 力
を 増 大 さ せ 、 全 体 と し て 大 き な 地 震 エ ネ ル ギ 吸 収 能 力 を 発 揮 さ せ る と 共 に 、 ひ び 割 れ の 分
散 性 に 優 れ 、 損 傷 度 を 低 減 し て 地 震 後 に は 簡 単 な 補 修 だ け で 構 造 物 の 再 使 用 を 可 能 に す る
制 震 構 造 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 し た 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に 係 る 繊 維 補
強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る コ ン ク リ ー ト 系 構 造 物 の 制 震 構 造 は 、
コ ン ク リ ー ト 系 ラ ー メ ン 構 造 物 に お い て 、
梁 部 材 の 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 が 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 形 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る コ ン ク リ ー ト
系 構 造 物 の 制 震 構 造 に お い て 、
梁 部 材 の 両 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 が 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 形
成 さ れ 、 中 間 部 分 を 普 通 コ ン ク リ ー ト で 形 成 さ れ た プ レ キ ャ ス ト 梁 部 材 に よ り 梁 が 構 築 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る コ ン ク リ ー ト
系 構 造 物 の 制 震 構 造 に お い て 、
梁 部 材 の 両 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 が 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 形
成 さ れ 、 中 間 部 分 は 同 じ 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 梁 型 枠 を 兼 ね る Ｕ 字 形 断 面 と し て
一 連 に 形 成 さ れ た プ レ キ ャ ス ト 梁 部 材 に よ り 梁 が 架 構 さ れ 、 前 記 梁 型 枠 を 兼 ね る Ｕ 字 形 断
面 部 分 に 普 通 コ ン ク リ ー ト が 打 設 さ れ て 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る コ ン ク リ ー ト
系 構 造 物 の 制 震 構 造 に お い て 、
梁 部 材 の 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 が 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る 梁 ブ
ロ ッ ク と し て 形 成 さ れ 、 前 記 梁 ブ ロ ッ ク が 柱 の 梁 位 置 に 設 置 さ れ て お り 、 梁 部 材 の 中 間 部
分 は 梁 型 枠 を 用 い た 普 通 コ ン ク リ ー ト に よ り 前 記 梁 ブ ロ ッ ク と 一 連 に 一 体 的 に 構 築 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る コ ン ク リ ー ト
系 構 造 物 の 制 震 構 造 に お い て 、
柱 の 梁 接 合 部 分 と し て 普 通 コ ン ク リ ー ト で 形 成 さ れ た 柱 梁 接 合 ブ ロ ッ ク に 、 梁 部 材 の 端 部
の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 が 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る 梁 ブ ロ ッ ク と し て
一 体 的 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 柱 梁 接 合 ブ ロ ッ ク が 前 記 梁 ブ ロ ッ ク と 合 一 に 柱 上 へ 設 置 さ
れ 、 更 に 梁 部 材 の 中 間 部 分 が 梁 型 枠 を 用 い た 普 通 コ ン ク リ ー ト に よ り 前 記 梁 ブ ロ ッ ク と 一
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連 に 一 体 的 に 構 築 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 形 態 】
以 下 に 、 請 求 項 １ ～ ５ に 記 載 し た 発 明 に 係 る 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る コ ン ク リ ー ト
系 構 造 物 の 制 震 構 造 を 、 図 １ ～ 図 ８ に 示 し た 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
先 ず 図 １ は 、 柱 １ 及 び 梁 ２ が 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で あ る コ ン ク リ ー ト 系 ラ ー メ ン 構 造 物 に
お い て 、 梁 部 材 ２ の 端 部 の 「 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 ３ 」 が 繊 維 補 強 セ メ ン ト
系 材 料 に よ り 形 成 さ れ た 制 震 構 造 の 実 施 形 態 を 概 念 的 に 簡 略 化 し て 示 し て い る （ 請 求 項 １
記 載 の 発 明 ） 。 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 の 定 義 及 び 内 容 並 び に 性 質 は 、 上 記 段 落 番 号 ［ ０
０ １ ０ ］ に 説 明 し た 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ は 、 図 １ に 記 載 し た 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る コ ン ク リ ー ト 系 構 造 物 の 制 震 構 造
の 更 に 具 体 的 な 実 施 形 態 を 示 す 。 即 ち 、 梁 部 材 ２ の 両 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ
る 範 囲 ３ が 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、 中 間 部 分 ４ を 普 通 コ ン ク リ ー ト で 形
成 さ れ た プ レ キ ャ ス ト 梁 部 材 を 予 め 工 場 で 製 作 し 、 こ れ を 現 場 へ 搬 入 し 、 柱 １ 、 １ の 間 へ
公 知 の 手 法 で 架 設 し て 梁 が 構 築 さ れ て い る （ 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 ） 。 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系
材 料 は 、 そ の 性 質 上 、 現 場 打 ち 施 工 が 難 し い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 図 示 の 梁 部 材 ２ は 、 そ の 上 面 に 梁 主 筋 ５ 及 び フ ー プ 筋 ６ の 一 部 を 露 出 さ せ て 、 後 打
ち す る ス ラ ブ コ ン ク リ ー ト と の 一 体 化 施 工 を 容 易 に す る 公 知 の ハ ー フ プ レ キ ャ ス ト 梁 部 材
と し て 構 成 さ れ た も の を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 図 ３ の 実 施 形 態 は 、 図 ２ と 同 様 に 梁 部 材 ２ の 両 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ
る 範 囲 ３ が 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る も の の 、 中 間 部 分 ４ は 、 図 ３ Ｃ
に 示 し た よ う に 、 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ り 梁 型 枠 を 兼 ね る Ｕ 字 形 断 面 と し て 一 連 に
（ 一 体 的 に ） 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 記 の 溝 内 に 梁 主 筋 ５ と フ ー プ 筋 ６ と か ら 成 る 梁
鉄 筋 を 納 め た 構 成 の プ レ キ ャ ス ト 梁 部 材 と し て 予 め 工 場 で 製 作 し 、 こ れ を 現 場 へ 搬 入 し 、
柱 １ 、 １ の 間 へ 公 知 の 手 法 で 架 設 し て 梁 が 構 築 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
中 間 部 分 ４ は ま た 、 図 ３ Ｄ に 示 し た 例 の よ う に 、 梁 鉄 筋 の 下 半 部 を 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材
料 の 中 に 埋 設 し た 構 成 で も 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
い ず れ に し て も 、 本 実 施 形 態 の 梁 部 材 ２ は 、 柱 １ 、 １ の 間 へ 架 設 し た 後 、 ス ラ ブ コ ン ク リ
ー ト の 打 設 に 際 し て 、 普 通 コ ン ク リ ー ト を 中 間 部 分 ４ の 前 記 梁 型 枠 を 兼 ね る Ｕ 字 形 断 面 部
分 の 溝 内 に 打 設 し て 梁 が 完 成 さ れ る （ 以 上 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 中 間 部 分 ４ を 、 梁 型 枠 を 兼 ね る Ｕ 字 形 断 面 と し て 欠 き 込 み 形
成 し て 現 場 へ 搬 入 す る か ら 、 図 ２ の 実 施 形 態 に 比 し て 梁 部 材 の 軽 量 化 が 格 別 で あ り 、 運 搬
や 設 置 の 取 り 扱 い 手 間 を 軽 減 で き る か ら 、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 れ る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 図 ４ に 示 し た 実 施 形 態 の 場 合 は 、 梁 部 材 の 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲
が 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る 梁 ブ ロ ッ ク ３ ０ と し て 独 立 に 形 成 さ れ 、 こ の 梁 ブ ロ ッ ク
３ ０ が 柱 １ の 梁 取 付 位 置 に 設 置 さ れ て い る 。 但 し 、 前 記 梁 ブ ロ ッ ク ３ ０ を 支 持 す る 手 段 （
支 保 工 ） の 図 示 は 省 略 し た 。 梁 ブ ロ ッ ク ３ ０ は 、 図 ４ Ｂ に 示 し た よ う に 、 下 端 主 筋 を 通 す
位 置 に シ ー ス 孔 ７ … 及 び 梁 用 の フ ー プ 筋 ６ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
更 に 図 ５ は 、 図 ４ の よ う に 柱 １ の 梁 取 付 位 置 に 設 置 さ れ た 梁 ブ ロ ッ ク ３ ０ の 前 記 シ ー ス 孔
７ へ 主 筋 ５ … を 通 し 、 梁 中 央 部 の 型 枠 と ス ラ ブ 型 枠 を 設 置 し た 後 に 、 他 の 梁 鉄 筋 ５ 、 ６ 並
び に ス ラ ブ 筋 を 設 置 し 、 ス ラ ブ コ ン ク リ ー ト と 共 に パ ネ ル ゾ ー ン を 現 場 で コ ン ク リ ー ト 打
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設 し て 一 体 化 さ せ る ほ か 、 同 時 に 梁 部 材 ２ の 中 間 部 分 も 普 通 コ ン ク リ ー ト に よ り 前 記 梁 ブ
ロ ッ ク ３ ０ と 一 連 に 一 体 的 に 構 築 す る 方 法 を 示 し て い る （ 以 上 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 ） 。
図 ４ 及 び 図 ５ 中 の 符 号 ８ は 柱 用 の 鉄 筋 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ６ は 、 上 記 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る 梁 ブ ロ ッ ク ３ ０ を 、 そ の シ ー ス 孔 へ 通 し た Ｐ
Ｃ 鋼 材 ９ を 柱 １ を も 貫 通 さ せ て 配 置 し 、 公 知 の 手 法 で 柱 １ の 梁 位 置 へ 圧 着 し て 一 体 化 さ せ
、 し か る 後 に 、 上 記 図 ５ の 例 と 同 様 に 、 梁 部 材 ２ の 中 間 部 分 を 現 場 打 ち の 普 通 コ ン ク リ ー
ト に よ り 前 記 梁 ブ ロ ッ ク ３ ０ と 一 連 に 一 体 的 に 構 築 す る 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 図 ７ は 、 柱 １ の 梁 接 合 部 分 と し て 普 通 コ ン ク リ ー ト で 形 成 さ れ た 柱 梁 接 合 ブ ロ ッ ク １
０ に 、 梁 部 材 ２ の 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 を 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に
よ る 梁 ブ ロ ッ ク ３ ０ と し て 一 体 的 に 形 成 し た も の が 予 め 工 場 で プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト
部 材 と し て 製 作 さ れ 、 こ れ を 現 場 へ 搬 入 し 、 柱 １ の 上 に 設 置 す る 要 領 を 示 し て い る 。 柱 梁
接 合 ブ ロ ッ ク １ ０ に は 、 柱 １ の 主 筋 ８ ａ を 通 す シ ー ス 孔 １ ０ ａ … が 上 下 方 向 に 設 け ら れ て
い る 。 ま た 、 梁 ブ ロ ッ ク ３ ０ に は 梁 鉄 筋 を 構 成 す る 主 筋 ５ が 前 記 柱 梁 接 合 ブ ロ ッ ク １ ０ を
貫 通 し て 配 筋 さ れ 、 更 に フ ー プ 筋 ６ … も 配 置 さ れ 、 且 つ 、 上 端 主 筋 ５ 及 び フ ー プ 筋 ６ の 上
半 部 が 露 出 す る ハ ー フ プ レ キ ャ ス ト 部 材 と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ８ は 、 上 記 構 成 の 柱 梁 接 合 ブ ロ ッ ク １ ０ が 梁 ブ ロ ッ ク ３ ０ と 合 一 に 柱 １ の 上 部 （ 梁 取 付
位 置 ） へ 、 前 記 シ ー ス 孔 １ ０ ａ へ 柱 １ の 各 主 筋 ８ ａ を 通 す 要 領 で 設 置 さ れ た 実 施 形 態 を 示
し て い る 。 そ の 後 に 、 図 示 を 省 略 し た が 、 梁 部 材 ２ の 中 間 部 分 が 梁 型 枠 を 用 い た 普 通 コ ン
ク リ ー ト に よ り 前 記 梁 ブ ロ ッ ク と 一 連 に 一 体 的 に 構 築 さ れ る （ 以 上 、 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明
） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 本 発 明 が 奏 す る 効 果 】
請 求 項 １ ～ ５ に 記 載 し た 発 明 に 係 る 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に よ る コ ン ク リ ー ト 系 構 造 物
の 制 震 構 造 は 、 梁 部 材 に お け る 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 を 繊 維 補 強 セ メ
ン ト 系 材 料 に よ り 形 成 す る の で 、 前 記 範 囲 で の 曲 げ ひ び 割 れ 、 剪 断 ひ び 割 れ が 分 散 さ れ 、
鉄 筋 と コ ン ク リ ー ト と の 付 着 強 度 が 高 く 、 塑 性 回 転 変 形 性 能 が 増 大 す る の で 、 よ り 大 き な
地 震 エ ネ ル ギ の 吸 収 能 力 を 期 待 で き 、 こ の 地 震 エ ネ ル ギ 吸 収 性 能 を 適 切 に 把 握 し て 設 計 す
る こ と に よ り 、 当 該 コ ン ク リ ー ト 系 構 造 物 全 体 の 地 震 応 答 を 制 御 す る 制 震 構 造 と す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
し か も 、 他 の 高 価 な ダ ン パ ー の 如 き 制 震 デ バ イ ス を 使 用 す る 必 要 が な く 、 コ ン ク リ ー ト 系
構 造 物 に 制 震 性 能 を 付 与 す る こ と が 出 来 る 。 し た が っ て 、 安 価 に 、 し か も 建 物 の 平 面 計 画
に 何 の 影 響 を 及 ぼ す こ と な く 実 施 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
梁 端 部 の 塑 性 ヒ ン ジ の 形 成 が 想 定 さ れ る 範 囲 を 、 十 分 な 塑 性 回 転 変 形 性 能 を 付 与 す る た め
に 必 要 な 密 な 配 筋 も 無 用 で あ る か ら 、 施 工 性 が 大 き く 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
し か も 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 材 料 に は 、 ひ び 割 れ を 分 散 さ せ る 作 用 効 果 が あ り 、 損 傷 が 一 箇
所 に 集 中 し て 起 こ り に く い 為 、 見 た 目 の 損 傷 も 軽 減 さ れ 、 地 震 後 の 再 使 用 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
更 に 、 構 造 物 の プ レ キ ャ ス ト 化 を 進 め る 結 果 、 現 場 作 業 の 省 力 化 、 品 質 の 向 上 に も 寄 与 す
る の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る コ ン ク リ ー ト 系 構 造 物 の 制 震 構 造 の 基 本 的 な 実 施 形 態 を 示 し た 立 面
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ａ は 梁 部 材 の 構 造 を 示 す 正 面 図 、 Ｂ 、 Ｃ は Ａ 図 の ｂ － ｂ お よ び ｃ － ｃ 断 面 図 で あ
る 。
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【 図 ３ 】 Ａ は 梁 部 材 の 異 な る 構 造 を 示 す 正 面 図 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ は Ａ 図 の ｂ － ｂ お よ び ｃ － ｃ
断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Ａ は 梁 ブ ロ ッ ク を 柱 へ 設 置 し た 状 態 を 示 す 立 面 図 、 Ｂ は Ａ 図 の ｂ － ｂ 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 前 記 梁 ブ ロ ッ ク に よ る 梁 部 材 の 構 築 例 を 示 す 立 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 Ａ は 前 記 梁 ブ ロ ッ ク に よ る 梁 部 材 の 構 築 例 を 示 す 立 面 図 、 Ｂ は Ａ 図 の ｂ － ｂ 断 面
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 Ａ は 柱 梁 接 合 ブ ロ ッ ク と 梁 ブ ロ ッ ク を 合 一 に 柱 へ 設 置 す る 要 領 を 示 し た 立 面 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 前 記 梁 ブ ロ ッ ク に よ る 梁 部 材 の 構 築 例 を 示 す 立 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 梁 端 部 の 塑 性 回 転 変 形 性 能 に つ い て の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 コ ン ク リ ー ト 系 構 造 物 一 般 の 例 を 示 す 立 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 地 震 エ ネ ル ギ に よ る 塑 性 ヒ ン ジ の 発 生 状 況 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 コ ン ク リ ー ト 系 構 造 物 に Ｙ 型 ブ レ ー ス を 設 置 し た 例 を 示 す 立 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 コ ン ク リ ー ト 系 構 造 物 に 間 柱 を 設 置 し た 例 を 示 す 立 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 柱
２ 　 　 　 　 梁 部 材
３ 　 　 　 　 塑 性 ヒ ン ジ が 形 成 さ れ る 範 囲
４ 　 　 　 　 梁 の 中 間 部 分
３ ０ 　 　 　 梁 ブ ロ ッ ク
１ ０ 　 　 　 柱 梁 接 合 ブ ロ ッ ク

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(7) JP 2004-44197 A 2004.2.12



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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